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～海嘯(つなみ)溺死供養碑（高橋泥舟揮毫）～～海嘯(つなみ)溺死供養碑（高橋泥舟揮毫）～～海嘯(つなみ)溺死供養碑（高橋泥舟揮毫）～～海嘯(つなみ)溺死供養碑（高橋泥舟揮毫）～

左写真の碑は明治２９年

（１８９６）６月１５日（旧

５月５日）の、三陸大津波

による溺死者の供養碑であ

り、碑は細浦の長源寺境内

に建立されている。碑表に

は泥舟逸人書と刻書あり。

幕末三舟（勝海舟、山岡鉄

舟、高橋泥舟）の高橋泥舟

の揮毫によるもので、落款

も押刻されている。泥舟書

の碑はこの地方では珍しい

と思われる。碑の裏には気

仙郡気仙村、安倍宣吉建立、本村世話人、佐々木綱十郎、滝田

栄助、佐々木三十郎、紀室金蔵の５人が並記されており、建立

者の安倍宣吉は金剛寺の世話人で近くの住人、本村の４人は細

浦周辺で水産業（加工漁労等）を生業としていた人達と考えら

れる。この碑は高さ１７０㎝、幅は７５㎝程度で全面が苔に覆

われ、左上に小さな穴があり、綱を通して遠方から曳いて運搬

したか、または坂を引き上げた時に利用したと推測される。「幕

末三舟」とは、ともに維新の激動期に生き、典型的幕臣として

江戸城の無血開城と、戦火から救ったことから三舟と称され、

剣、禅、書ともに優れた人達で、海舟は智の人と云われ国際的

視野で時代を見通した政治家であり、鉄舟は情の人と云われ禅

を極め、私欲を離れて膨大な書画を遺した最後の剣聖である。

泥舟は意の人と云われ旧主徳川慶喜ひとりに仕えて至誠に一貫

し、明治以後は福岡県知事を断り、公職につくこと無く市井の

人で終わった人である。泥舟は天保６年（１８３５）江戸小石

川鷹匠町で生まれ、父は山岡市郎右エ門、母は高橋義左エ門の

娘で泥舟の兄は紀一郎（槍の名人で山岡静山）と云うが若逝、

そこで泥舟の妹、英子が小野朝右エ門の五男である鉄舟を婿（養

子）として山岡家を継がせている。従って高橋泥舟は山岡鉄舟

の義兄になる。泥舟は幕臣として徳川慶喜を警護し身を案じて

いたが、それを辞し、３７歳で穏棲し、以降詩書画に三昧の日

々を送り、明治３６年（１９０３）２月１２日、東京牛込矢来

で病死（６０歳）している。

海嘯溺死供養碑は細浦湾の西高台にある、長源寺境内の墓地

登り口の大きな津波慰霊塔の右隣にあり、春は桜の花びらを浴

び、夏は蝉しぐれに包まれ、そして湾内の巡る歴史を眺め、海

鳴りを聞きながら佇んでいるかのようだ。（聖）
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末崎町振興会末崎町振興会末崎町振興会末崎町振興会

条 件条 件条 件条 件 ①男女問わず ②年齢 65 歳以下

③勤務時間 午後１時～５時(週５日）

④報酬月額５万円（年間６０万円）

⑤その他 委細面談のうえ決定

業務内容業務内容業務内容業務内容 ①センター使用予約受付

②使用料徴収

③施設内外清掃

④備品管理等

応募方法応募方法応募方法応募方法 申込書（ふるさとセンターに準備）に

必要事項を記載の上、ふるセンへ提出
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３

月

日

時

～

15

（土）

10

◆◆◆◆

竹竹竹竹

と

ん

ぼ

と

ん

ぼ

と

ん

ぼ

と

ん

ぼ

教

室

教

室

教

室

教

室

ど

こ

で

も

・

だ

れ

で

も

・

よ

く

と

ぶ

・

簡

単

に

作

れ

る

竹

と

ん

ぼ

教

室

へ

ど

う

ぞ

。

日

時

日

時

日

時

日

時

３

月

日

時

分

～

15

（土）

13

30

参

加

費

参

加

費

参

加

費

参

加

費

１

０

０

円

そ

の

そ

の

そ

の

そ

の

他他他他

先

着

名

20

会

場

は

い

ず

れ

も

ふ

る

セ

ン

で

す

☆☆☆☆

霞霞霞霞

がががが

関関関関

ナ

レ

ッ

ジ

ス

ク

エ

ア

ナ

レ

ッ

ジ

ス

ク

エ

ア

ナ

レ

ッ

ジ

ス

ク

エ

ア

ナ

レ

ッ

ジ

ス

ク

エ

ア

か

ら

の

ラ

イ

ブ

か

ら

の

ラ

イ

ブ

か

ら

の

ラ

イ

ブ

か

ら

の

ラ

イ

ブ

映

像

映

像

映

像

映

像

◆◆◆◆

霞霞霞霞

がががが

関

寄

席

関

寄

席

関

寄

席

関

寄

席

～～～～

金

原

亭

若

手

一

門

会

金

原

亭

若

手

一

門

会

金

原

亭

若

手

一

門

会

金

原

亭

若

手

一

門

会

～～～～

日

時

日

時

日

時

日

時

２

月

日

26

（水）

時

～

時

分

19

20

30

出

演

出

演

出

演

出

演

金

原

亭

馬

治

・

馬

吉

・

駒

松

☆☆☆☆

『『『『

西

舘

西

舘

西

舘

西

舘

のののの

祭祭祭祭

り

は

り

は

り

は

り

は

世

代

世

代

世

代

世

代

をををを

越越越越

え

て

え

て

え

て

え

て

』』』』

発

刊

発

刊

発

刊

発

刊

西

舘

で

熊

野

神

社

式

年

５

年

祭

の

記

録

集

を

発

刊

い

た

し

ま

し

た

。

一

冊

１

，

０

０

０

円

で

販

売

い

た

し

ま

す

。

ご

希

望

の

方

は

左

記

に

連

絡

く

だ

さ

い

。

及

川

宗

夫

☎

０
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０

０

９

０

０

９

０

０
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４

９

９
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４

９

９
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